













である。本稿では、次のことが述べられる。り空間向性や身体という問題系は、いわゆる〈生の哲学〉のなかでは基本的に、経験の直接性に対する限答要因として否定的に扱われてきた。それは、〈生の留学〉とパラレルな視点をもっ現象学においても同様であった。にもかかわらず、〈生の釘学〉は、根源的な時間向性とし 提示される筏験 のものの自己燦闘 ためには、空間としての外延性を論じない けにはい ない。そこで滋在的なものの現実化という図式がもちいられ、有機的な身体・ん玄関論が定位される。〈生ける空間〉に関する議論はこの水準 定位 。均しかしこうした〈生の営学〉の進震 は、自身の理論展開に対して深刻 反省が突きつけられる。外延として提示される〈 〉の場面は、内包の自己展開によっては提示されえない異質さをも もと らむも で か。また、なおかっこうした 外〉の場闘を織り込むこ しには、 似体〉という特異位相そのものは確保されない で ないか。ベルクソン批判からドゥル!
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確かに純粋な意識への現れは、「 触発」 いう、時間がもっ連続的な接触の機制において篠保されるだろう しかし「自己触発」
lま
つねにその接触を阻む絶対的な「空間的」契機を、内に介在さ






















































































質的で分叫倒的な存在そのもの よって、「内包」を「個体化」 ていく契機 八生の哲学〉 ただ中に入り込む ではないか。八個体化/身体と建問/死と他性〉まとめよう。「個体」をその「特異性」において思考するならば、
「内包的」な関係性の論理によって、
そこからの限定として「現実
化」を論じるだけでは、当の「個体性」を確保することはできない。それでは、「個体 は「有機体」として、「内包性」による 生ける空間」の無限性に 括されるだけになってしまう。そして、 こ提示される無限の 全体」も、 潜在的 な「一者 と描かれ、
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「他」とは、実際には 外延的」な延長の無制限定性としてしか表象できない。〈生の哲学〉において、 個体 が論じら 、
そして
「個体化」する契機としての「身体 が表立って主題化されるのは、」うした議論以降のことである。西国幾多部は、「絶対無」の議論で、「内包的」な力の議論の的な極限を描いたのちに、著作「無の自覚的限定』におい 、自身の思考の構図の大きな転換を試みる。「絶対無」とは、「内包」 な
























































































































唯物的な「内在」としての「器宮なき身体」であるだろう。「器官なき身体」とは、もともとアルト!の概念であるが、ドゥルーズにおいては、『差異と反後』での〈理念〉 議論を位相転換させるかたちで、多様体としての存 の唯物性 様限としてもちだされ ものである。吋意味の論理学』で明示化され、後期 ドゥル
i
ズ討ガ





































スの「他者いを規定するものは、それ自身が現れを無限に溢れる内実を担うことによってであ 。デリダにおいては、「外延的」な無限(理念の経験的な数え上げの無根)が してレヴィナスにおいては、「超越」を形成す 無限が、「自己触発」を脱根拠化する当ものである。こうした、「外延」としての 限が、 死」や「他」を示すモデルである とも、八生の哲学〉と 交錯をいっそう際だたせている。だが同時に、こうした現象学の系譜の議論が、八生の哲学〉の展
開とは、本質的にすれ違うことにも着目しなければならない
八生の哲学〉において、「内包」の無限に対する、「外延」の無牒







や「責任」の主体をきわめ 強酉に描きなおすのは、こうした「外部」が否定として 「超越」の価値を担ってしまうからである。ところが八生の哲学〉は、「死」や「他」の契機を、「自己触発」の回路に介在する指向性 「外部いとし 押さえるのではなく、そ























































































































































































































き立てるものである)。そこで述 られ ことは、「内在における超越」でも、( 顔」というかたち の)「超越」におけ 「内在」の
解体でもない。むしろ「超越」が、質料性において「受肉」するための拠点を「内在」に求めざるをえず そこで「内在」が「他者」を(まさに比織ではなく)苧みこんでしまう事態が、「他者」に関する本質的現象とされるのである。無限に略される主体の一服部で、「肉い自身が己 内において無限を産 だしつづけ 逆説 思考されなければならない。
もちろんレヴィナスは、八生の哲学〉にきわめて近接するこの場




空間」の多様性に託 ながら論じていくドゥル!ズ 、(セクシユアリティーにかんする「自然 と「本質」 問いを巡りながら)、やはり対立点を形成するともいえる。だが他方、「生殖」によって「身体」を規定することは、「超越」に引き渡されない「内寂」の価値という、(原則的には反レヴィナス的で、八生の哲学〉の理念 は即応した)別の倫理性を作りだす
拠点でありうるので か。もとよりベルクソンは、「内在」の「多様化」としての「進化」に、未来 向かう空間 産出 して、倫理的な価値性そのも を見いだしていた。そ 方針を受け継ドゥル!ズは、ベルクソン的なご者 の 分化 とは別の構図で、「他性」を生殖することにおいて、「身体的」な「内在」 価値 設
















L'Espace et le Corps dans la Philosophie de la Vie 
Tatsuya HIGAKI 
Cet essai est le manuscrit pour la pr駸entation au symposium de 'tetsugakukai 2005', dont le titre 
est '巴space et corps'. 
Dans cct essai, j'ai tent? de d馗larer que 
1) D'adord la philosophie de la vie traite I'espace comme quelque chose qui contamine la puret?
de I'exp駻iencc. Donc Bergson a sévとrement distingu? le temps et l'espace, et pr黎? de l' impor制
tance au temps comme stmcture de la dur馥 pure virtuelle,et pens? I'espace selon le processus 
de I'actualisation du virtuel. 
2) Et puis, en d騅eloppant la philosophie de la vie, G, Deleuze a critiqu? ce sch駑a de 
くvirtualité 目actualisation> dc Bergson, et introduit au centre de 'Iorganique' une sorte de 
'I'inorganique' ('dehor' comme 'mort' ou 'autre'). Aprとs cet1e critique, il a commenc? ?discuter 
le corps comme 'machine'. Ce developpement d己 la philosophie de a vie a quelque chose 
parallele avec ce que Derrida et L騅inas ont d駭onc? contre la ph駭om駭ologie de Husser! 
3) En行れ， apr鑚 ce changement du sch駑a SUI‘ l' espace-tempsヲ on peut parler des thとmes
caract駻istiques du corps. Visage et f馗ondit? sont deux thとmes trとs impOliants. J'ai compar?
ce que Lるvinas a analys? sur le visagc ct la f馗ondit? avec ce quc Deleuze a d馗rit conceト
nant !a visag駟t? et la production de I'autre. Et j'ai esai? de trouVCI・ une nouvelle possibilit?
dc 'l'騁hique' de la vie deleuzienne et non-I己V ll1aSlenne.
約lords : corps, espaceラ philosophie de la yie, Deleuze, L騅inas 
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